
１　解禁から１週間（11月7日～15日まで）の概況

（７）特選とっとり松葉がに五輝星の水揚状況（11/7～11/14まで） 　　＜参考＞前年同時期の状況

　　・水揚枚数136枚、水揚金額7,119,000円、平均単価52,346円／枚 　　・水揚枚数44枚、水揚金額3,016,000円、平均単価68,545円／枚
　　・値幅18,000～1,000,000円 　　・値幅30,000～900,000円

【五輝星が多かった要因】

２　集計結果（11月7日から15日まで）
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6 18,347 108,213 5,898 21,356 67,833 3,176 39,703 176,046 4,434

    網代港支所 10 23,404 147,420 6,299 40,708 126,250 3,101 64,112 273,670 4,269

   賀露支所 4 11,469 69,024 6,018 11,962 33,808 2,826 23,431 102,832 4,389

   境港支所 3 10,027 56,930 5,677 11,384 37,646 3,307 21,411 94,575 4,417

23 63,247 381,586 6,033 85,410 265,538 3,109 148,657 647,124 4,353

23 59,961 426,321 7,110 86,975 300,825 3,459 146,936 727,146 4,949
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　水産試験場が10月に行ったトロール調査によると、松葉がにの推定資源量は、甲幅12cm以上の大型個体の資源量が、小型個体（10.5～12cm）を上回る結果となったことや、解禁当
初、例年と異なり、大型の個体が漁獲されやすい漁場で操業が行われたこと等から、大型の五輝星サイズの松葉がにが水揚げされやすい状況になったと考えられる。
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（６）今漁期のズワイガニのTAC（漁獲可能量）は796トンで（前漁期850トン）、解禁後1週間のTAC消化率は19％（前漁期は17％）となっており、前漁期と同様のペースである。
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松葉がに 親がに 合計

小数点以下は四捨五入しているため、個別の数字と合計の数字が合わない場合があります。

（５）松葉がに、親がにの単価がやや下がったのは、北陸方面で資源の回復傾向が見られており、水揚げ量が多い地区への鳥取県からの陸送需要が減少したことなどからと思われる。
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ズワイガニ漁解禁後１週間の水揚げ状況

（１）ズワイガニ漁は１１月６日に解禁され、７日より網代漁港、鳥取港及び境漁港で順調に水揚げされている。

（２）初水揚げから15日までのズワイガニ全体の水揚げは、148,657kg（対前年比101％）、水揚金額は647,124千円（対前年比89％）となった。

（３）松葉がにの水揚げは、63,247kg（対前年比105％）と前年並み、単価は6,033円/kg（対前年比85％）と前年よりやや下がった。

（４）親がには、85,410kg（対前年比98％）と前年並み、単価は3,109円/kg（対前年比90％）と前年よりやや下がった。
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